
　
９
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
、
千
葉
・
幕

張
の
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示
場
で
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

ジ
ャ
シ
ス

２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
る
。
「
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」
は
「
分
析
展
」
と
「
科
学
機
器
展
」
が

一
つ
の
展
示
会
に
な
っ
た
も
の
。
「
分
析
展
」
が
今

回
で

回
目
、
東
京
開
催
の
「
科
学
機
器
展
」
が

回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
か
ら
新
名
称
で
ス
タ
ー
ト

す
る
。
主
催
は
日
本
分
析
機
器
工
業
会

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ

Ａ

と
日
本
科
学
機
器
協
会

日
科
協

。
米
国
の

ピ
ッ
ツ
コ
ン
、
欧
州
の
ア
ナ
リ
テ
ィ
カ
と
並
ぶ
、
ア

ジ
ア
最
大
の
分
析
・
科
学
機
器
の
展
示
会
だ
。
４
３

８
社
・
機
関

１
３
６
３
小
間

が
参
加
す
る
。
入

場
料
は
無
料
。

新
技
術
説
明
会
に
社
過
去
最
高
３
３
７
テ
ー
マ
に

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
４
日
か
ら
シ
ン
ポ
や
セ
ミ

いよいよ開幕幕張メッセで９月５日から
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分
析
・
科
学
機
器
は
モ
ノ

づ
く
り
を
行
う
た
め
、
最
初

期
段
階
で
利
用
さ
れ
る
マ
ザ

ー
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
の
最

新
製
品
・
技
術
・
サ
ー
ビ
ス

が
一
堂
に
会
す
る
の
が
「
Ｊ

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
」
。
こ
の
名
称
は

こ
れ
ま
で
別
々
の
展
示
会
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
「
分

析
展
」
「
科
学
機
器
展
」
と

い
う
合
同
展
が
一
つ
の
展
示

会
と
な
っ
た
新
名
称
。
「

」
の
頭
文
字
を

取
っ
た
の
が
こ
の
新
し
い
略

称
で
あ
る
。
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ

Ｓ
」
は

社
が
参

加
し
、
質
量
分
析
、
分
離
分

析
、
Ｘ
線
応
用
分
析
、
光
分

析
な
ど
に
関
す
る
３
３
７
の

テ
ー
マ
で
行
わ
れ
る
。
こ
れ

は
前
回
の
み
な
ら
ず
、
過
去

最
高
だ
っ
た

年
の
３
２
４

テ
ー
マ
を
も
上
回
る
数
と
な

っ
て
い
る
。

　
中
で
も
分
離
分
析
装
置
に

関
す
る
テ
ー
マ
は

年

件
、

年

件
か
ら
、
今
回

件
と
大
き
く
増
加
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
液
体
ク
ロ
マ

ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

Ｌ
Ｃ

、

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

Ｇ
Ｃ

で
い
か
に
効
率
よ

く
分
析
を
行
う
か
と
い
う
こ

と
に
つ
い
て
、
メ
ー
カ
ー
も

ユ
ー
ザ
ー
も
関
心
を
持
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
一
方
、

団
体
、

テ
ー

マ
で
行
わ
れ
る
の
が
「
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｓ
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
」

だ
。
会
期
は
展
示
会
開
会
の

１
日
前
、
９
月
４
日
か
ら
７

日
ま
で
。
会
場
は
幕
張
メ
ッ

セ
国
際
会
議
室
。
「
Ｊ
Ａ
Ｉ

Ｍ
Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
「
Ｊ

Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」

な
ど
が
開
催
さ
れ
る
。

　
５
日

時
か
ら
１
０
３
会

議
室
で
行
わ
れ
る
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ

Ａ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
調
査

報
告
　
分
析
産
業
の
直
面
す

る
課
題
と
将
来
展
望
」
と
題

し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
技
術
委

員
会
が
実
施
中
の
調
査
結
果

が
報
告
さ
れ
る
。

　
６
日

時
か
ら
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
Ｂ
で
開
催
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
食
と
分
析
―
安
全
・
安

心
を
支
え
る
技
術
―
」
は
食

の
安
全
・
安
心
を
実
現
す
る

た
め
に
分
析
が
果
た
す
役
割

な
ど
が
解
説
さ
れ
る
。

　
一
方
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
セ
ミ

ナ
ー
は
初
心
者
か
ら
中
級
レ

ベ
ル
ま
で
の
分
析
実
務
者
向

け
セ
ミ
ナ
ー
。
５
日
か
ら
７

日
ま
で
、
３
０
２
、
３
０
３

会
議
室
で
行
わ
れ
る
。
測
定

値
の
取
り
扱
い
方
、
正
確
な

計
量
や
濃
度
換
算
と
い
っ
た

こ
と
か
ら
、
各
分
析
機
器
・

装
置
に
つ
い
て
の
解
説
に
い

た
る
ま
で
、
全
８
講
座
が
実

施
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
主
催
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
は
い
ず
れ
も

無
料
だ
が
、
８
月

日

時

ま
で
に
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
２
０
１

２
サ
イ
ト
か
ら
事
前
登
録
が

必
要
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ

主
催
以
外
の
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
っ
て
異
な
る
。
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
受
講
料
、
テ
キ
ス

ト
代
、
事
前
登
録
の
要
否
に

関
し
て
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
２
０

１
２
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トで

案
内

さ
れ
て
い
る
。

記
念
シ
ン
ポ
は

５
日

時
か
ら

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
第
１
回
開
催

を
記
念
し
て
、
５
日

時
か

ら
、
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議

場
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

Ａ
で
、　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未

来

持
続
可
能
社
会
を
支
え

る
分
析
科
学
と
題
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
る
。

　
元
東
京
大
学
総
長
で
、
三

菱
総
合
研
究
所
理
事
長
の
小

宮
山
宏
氏
に
よ
る
基
調
講
演

「
日
本

再
創
造

―
未
来

に
向
け
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会

の
構
築
」
の
ほ
か
、
セ
ミ
ナ

ー
と
し
て
、
東
京
海
洋
大
学

海
洋
工
学
部
教
授
の
刑
部
真

弘
氏
に
よ
る
「
エ
ン
ト
ロ
ピ

ー
と
は
な
ん
だ
？
―
熱
力
学

か
ら
将
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
ま
で
―
」
、
東
京
大

学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
准

教
授
の
茂
木
源
人
氏
に
よ
る

「
太
陽
光
発
電
の
導
入
と
わ

が
国
経
済
へ
の
影
響
―
太
陽

光
を
機
軸
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
は
実
現
可
能
か

―
」
が
行
わ
れ
る
。

　
基
調
講
演
、
セ
ミ
ナ
ー
に

続
い
て
行
わ
れ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
技
術
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
出
と
日

本
の
役
割
」
に
は
刑
部
氏
、

茂
木
氏
の
ほ
か
、
東
京
大
学

先
端
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
所

長
の
中
野
義
昭
氏
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
大
臣
官
房
審
議

官
で
あ
る
朝
日
弘
氏
が
参
加

す
る
。
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
聴
講
料
は
無
料
。
定
員
は

５
０
０
人
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
と
し
て
第
１

回
の
開
催
と
な
る
今
回
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
未
来

発
見
。
―

」
と
な
っ
た
。

日
本
な
ら
で
は
の
高
度
で
繊

細
な
技
術
や
モ
ノ
づ
く
り
に

対
す
る
発
想
と
、
分
析
・
科

学
機
器
分
野
で
ア
ジ
ア
最
大

級
の
展
示
会
と
し
て
、
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、

将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
が

る
発
見
が
あ
る
場
所
だ
と
い

う
こ
と
を
１
回
目
と
な
る
今

回
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

表
現
し
た
と
い
う
。

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

年
１
月
に
公
募
を

行
い
、
応
募
作
５
７
７
案
か

ら
選
ば
れ
た
。

　
同
展
で
は
分
析
機
器
・
装

置
を
は
じ
め
、
分
析
機
械
部

品
や
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
、
試

験
機
器
・
装
置
、
理
化
学
機

器
、
環
境
計
測
機
器
や
工
業

用
計
測
機
器
、
バ
イ
オ
関
連

機
器
・
装
置
、
生
産
プ
ロ
セ

ス
機
器
・
装
置
な
ど
、
研
究

か
ら
分
析
、
試
験
を
支
え
る

最
新
の
製
品
、
サ
ー
ビ
ス
、

情
報
が
紹
介
さ
れ
る
。

　
同
展
の
特
徴
は
製
品
展
示

に
加
え
て
、
講
演
会
や
セ
ミ

ナ
ー
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
充

実
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

そ
の
中
核
と
な
る
の
が
、
メ

ー
カ
ー
各
社
が
新
技
術
や
製

品
を
紹
介
す
る
「
新
技
術
説

明
会
」
。
今
回
は


